
第２４回 大会長 論文 （妙録）

バイオインターフェ→スとしての

未来の医療材料
一医療用粘着剤 を中心と して一

アルケ列搬 蝉 脇所 瀦欝麗帳 臼 倉 孝 治

並
。 ほ 鱗

、
医 療 拷 瞑 に は メ ス、 ハ サ ミ、 ガ ー ゼ、 脱 脂 綿、

包 帯、 手 術 用 手 袋、 副 木、 ギ ブ ス 包 帯、 粘 着 フ

ィ ル ム、 創 傷 被 覆 材、 注 射 器、 輸 液 セ ッ ト、 カ

テ ー テ ル、
人 工 航 管、

人 工 関 熱、
人 工 心 臓、 体

漏 計、 電 気 メ ス、 心 電 計、 画 像 診 断 裟 鷺 等 金 属、

繊 維、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 を 用 い た 物、 ま た 電 子

機 器 装 置 等 シ ン プ ル な 物 か ら 複雑 な物 ま で 多 種

多 様 で あ る。 し か し、 こ れ ら の 物 の 何一…つ が 欠

け て も 適 靱 な 医 療 行 為 は で 養 な い亡

さ て、 医 療 の 内 容 に つ い て 診 断 行 為 を１次 的

医 療
、

医 師 が 施 す 主１疾 患 へ の 治 療 行 為 を２次 的

医 療、 そ し て 医 繍 を 含 め た 医 療 従 寮 者 が２次 的

医 療 後 の 患 部 の 治 癒 促 進 や 早 期 回 復の 為 の 処 置

行 為 を３次 的 医 療、 さ ら に 社 会 復 帰 ま で の 行 為

を遂次 的 医 療 と遂つ に 隊 分 して、 こ の 闘 に 使 用 す

る 医療 製晶 の 改 革 状 況 を 検 討 して み る。 主 に 医

師 が使 榊 す る王次 的 医 療の 診 断 機 器、 ２次 胸 医 療

に 使閑 さ れ る チ 術 機 器 等 は電 子 技 術 の 飛 躍 的 な

進 歩 に 伴 い、 豪 た、 体 内 に 増 設 す る イ ン ブ ラ ン

ト や 人 工 透 板 器 等 は、 萬 嫡 で 帝端 繍 縫も 大 養 く、

か つ 保 険 償 遼 の 対 象 と な る た め、 香推蚤メ ー カ ー

も 研 究 闘 発 対 象 と し 蟹 療琴靹 ゆ 紡 料 が 次 々 と 闘

発 さ れ た
。 し か し、 婁次 榊 裟 擦 緩、 嚢１晦 凄 で に

使 用 さ れ る３次、 遂次 剛 茨療 に 必 蟹 刻緊燦 材 料 は

工次
、 ２次 的１癸療 に 榊 、ら 叙 る１焚擦章海逗に 此 較 し

韓 新 が ほ と ん ど 慈 叙 て い な い＝ 矧 二、 腿 欄 格 で

帝場 規 模 も さ ぽ ど 大 慈 く な い 隊 穣 紡 料 は研 究 闘

発 が な さ れて い な い。 コ）鰻 蛾 で 至三／二使閑 さ れ

る 医 療 材 料 と し て、 獅ぽ ば瀞 鵬 遡 鷺 鰯 の 製 晶、

病棟で用いられる蕎養雛 嶋 澱び獅薇、 雛隊用製

品 等 が あ る。 郎 ち、 治 療 行 鵜、 竈嚢が 安 全 かつ

容 易 に 行 麦
、

患 制 ニ ピ）て は 線 淑 二朕 癬行 為 が

受 け ら れ、 杜 会復 婦 が快 勘 二で慧 る 製 綴 で あ る。

とこ二ろ で 医 糠 は 疾 患夢）漁 療 利予 でな く い か に

快 適 に 治 療 を 受 け、
さ ら に事１二余復 婦 で き る か と

い う こ と も 藪 要 で あ る、 二 荻）隊 糠 の 質 を 高 め る

た め に３次、 遁次 蹴 笑療 に 附 ・ら れ る 製 晶 の 琵 直

しが 欠 か せ な い。 今 幽 は コ）領 蛾 に 属 し、 そ の

申 で も広 く 使 用 さ れ て い る１災療琴１董粘 欝 製 晶 の 発
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展 と 将 来 に 期 待 す る こ と を 取 り ヒげ た。

轟瀞鑑総議薫㌶
’ 」

バ イ オ イ ン タ ー フ ェ ー ス と は 『バ イ オ ｊ と

『イ ン タ ー フ ェ ー スｊ と か ら な る 合 成 語 で、 生

体 の 界 魎を 介在 して 使 用 さ れ る 医 療 用 製晶 頒 域

を 表 現 し た も の で あ る。 即 ち、 バ イ オ イ ン タ ー

フ ェ ー ス 医 療 材 料 と は、 皮 繕 を 介 し て 侭 ら か の

処 賢を 行 う 止二で 用 い ら れ る 医 療 材 料 のこ二と で あ

る。 そ の 概 念 の 模 式 図 を 図 王に、 バ イ オ イ ン タ

ー フ ェ ー ス 医 療 材 料 の 例 を 表至に 示 す。

図 ｛ バ イ 才く ン タ ー フ ェ ー ス を 表 す 概 念 の 模 式 蟹

体内 皮薦 体外

÷

平
⑫・１

■

■
■

⑭）１

雛 １調 ㌫瓢 鶉ヂ…ｒ
縦 鰯 で１ 粘着パ１チ 猟／て 収集する １

表１ バ イ オ イ ンタ ー フ ェ ー ス 医 療毒オ料傾茗

対 象 全 科 （治 療、 ケ ア、 亨 防）

璽 町 剛瞬刊ヱ引国 匹
囲 ギ プ１

，
／ ｌ ／ グ／ ズ

、
装 具

、
鯖 テ ー プ

、
縫 合糸

使 囲 頚 椎 装 具、 γ 一 ム ス リ ン グ
、

ショ ル ダ ー ブ レ ー ス

留 ［ 圏 鵠 、テーヅ、ド ト プ、床ずれ 駅 ツ／、 確
豹 圃 ド レッ シ ン グ

，
ガ ー ゼ

、
脱 騰 綿

、
脱 臭

雇囲 蜘 鱗
能 厨二劃 朴 一 マ 製 晶、 ド レー ン、 尿 器、 検 尿

，
寿 鞭） 唖盈１ 欄 帯

圏 電極、 対極板

、
轟
。

麟隷⑳駿

糊 着斉茗の 際 点 は 非 常 にＩ室く、 ＢＣ２０００年 頃 と

言 わ れ て い る。 鷹 古 い 記 録 と して は薬 草 を 煎

じ た 薬 を 松 脂、 乳 鮨、 膠、 植 物 油 と 混 ぜ、 布 に

塗 り 傷 口 や 痛 む 郭 位 に 展 着 し た 事 が 残 っ て い

る。 し か し な が ら 粘 着斉 比 い う に は 程 遠 く、 今

Ｅ三 の 概 着 テ ー プ に 近 い も の と し て は
、

犬 然 ゴ ム

が ｒ二業 閉 に 使 用 さ れ た１９植 紀 中 期 で、 １８７４ 年

Ｒ ・ Ｗ ・ ジ ョ ン ソ ン と Ｇ ・ シ ー バ ー グ が 天 然 ゴ

ム を べ 一 ス に 松 脂
、

植 物 傍 充 填 剤 等 を 加 え、 常

温 で 繍 着 す る サ ー ジカ ル テ ー プ を 量 産 した の が

本 来 の 精 着 テ ー プ の 始 ま り と 言え る。 Ｅ妻本 で は

１９王互年、 竹 内 化 学 が工 業閑 の 粘 着 テ ー プ を軍 事

閑 に 開 溌 した の が 最 も 古 い と さ れ て い る。 そ の

後
、 弓 本 独 特 の 棚 紙 に 精 瀞 剤 を 塗 布 した 紙絆 や

ビ ニ ー ル テ ー ブ が 出 現 し て い る。 し か し、 こ れ

ら は 電 気 事業 に 関 連 す る 絶 縁 テ ー プを 筆 頭に 軍

塾に 関 す る 工 業 が あ り、 ほ ん の 一 部 に ヤ ー ル

絆 ・ 布 絆 が 市 販 さ れて い た
。 本 格 的 な 医 療閉 粘

着 テ ー プ と し て は、 口 絆．［ 業 が 戦 後 の至９４７年 に

商 晶 化 し た こ と が 始 豪 り と さ れ て い る。 そ の 後、

石 油 化 学 の 発 展 に 伴 い ポ リ エ チ レ ン、 堀 化 ビ ニ

ル、 ポ リ エ ス テ ル 等 の フ ４ ル ム や 含 成 ゴ ム
、 ア

ク リ ル 駿 エ ス テ ル、 ウ レ タ ン 等 の エ ラ ス ト マ ー

の 拙 現 に よ り 徐 々 に糠 着 テ ー プ の 搬 術 は 確 立 さ

れ 今 Ｕ に 至 っ て い る。

４。
麟 脇着簸 醐塞

械 着 テ ー プの 基 本 構 成 は、 精 着 剤 を 基材 に 塗

布 し た も の で、 そ の 基 本 的 構 成 と そ の 設 計 要 素

を 図２に 示 す。

粘 着斉螂の 特 健 は
、

常 温 に お い て 僅 か な 力 で 被

着 体 に 貼 り 付 き、 直ち に 所 定 の 結 合 強 度 を発 揮

す る こ と で あ る。 また 主成 分 は 常 温 で 流 動 す る

釆 衆１集 学Ｎｏ．１６ ２０⑪１隼 ４３



図 ２

精 着 剤 の 構 成 と 設 計
＿＿＿＿＿ ＿ ＿＿ｒ

」

丙、
座］〉Ｌを１〉序「＞８！］〉［重］

ポ リ マ ー が 対 象 と な る。 粘 着 剤 の 成 分 構 成 は、

エ ラ ス ト マ ー、 粘 着 付 与 剤、 充 填 剤、 架 橋 斉蔓、

酸 化 防［を二剤 等 か ら な っ て い る。

精 着斉ゆ 区 分 に は、 主成 分 の 種 類 と 加 工 時 の

形 態 に よ る 区 分 が で き、 表２に 示 す。 ま た 基 材

は 使 用 目 的 に よ り 布、 紙、 不 織 布、 フ ィ ル ム、

フ オ ー ム 等 様 々 で あ る。

こ の よ う に 医療 胴 粘 着 テ ー プ は 使 用 ８ 的 に 合

わ 娃 粘 着 剤 と 基 材 を そ れ ぞ れ 選 択 し、 こ れ ら を

組 み 含 わ せ て つ く ら れ て い る。 製 繍 は兼 常 に 鰯

広く 利 閑 さ れ て お り、 そ の 代 表 的 な 医 療 閑 械 着

剤 製総 の 応用 例 と 求 め ら れる 袴推 を 表３に 添 す。

簸鑑鑑麟鵜雛，
医 療 鰯 糖 着 剤 と 工 業 用 精 曽 剤 と の 共 遜 点 は

、

基 本 機 能 で あ る、 わ ず か な 圧 わ で 鰯 牽に 被 替 体

に 付 着 す る 初 期 楠 着 樫、
使 罵畔峨 着 体 に 縞 合 す

る 接 着一性を 有 す る こ と で あ る。 隆 療 用 糖 着 剤 に

求 め ら れ る 特 健 と し て 工 業芦手１と 大慈 く 緊 な る 点

表３ 医療用 粘着剤 製晶の 応用例 と求め られる 特性

応周例

１） サ ー ジ カ ル テ ー プ

（包 帯、 ガ ー ゼ、カ テ ー テ ル 讐 の 圃 定 保 拷）

２） 紳 縮 性粘 潜テ ー プ

（滅 長 圏 定、 閥 節 等 の 固 定、 圧 追 固 定）

３） 夕÷琴導馬 ドレ ー＝プ

４） 排 椎 物 奴 容 の バ ッ ク の 圏 定 保 持

５） 心電 計馬 電極

６） 竃気メ ス 馬劾 極版

７） 創 傷 治 療 馬 ド レッ シ ン グ

８） 経皮 薬薫１燧 達 周

９） テ ー ピ ン グ テ ー プ

１０） イ本圧 分藷支月ヨノ弍ツ ト

１１） カ ツ ラ 馬 固 定 テ ー プ

１２） 滅 菌 イ ン ジ ケ ー タ ー

１３） 包 装栃

１４） 着菱晶イ本５晟蓄十

１５） ノマッ フ。萄』 （）令去ヨ、 ；晶秦夷）

１６） 紫 外 線 防 止 馬 テ ー プ

求 め られる 特 牲

１） 皮 慮 刺 激 牲 が な い。
２） 感 作 性 か な い。
３） 臭 い が な い。
４） 識 離 時 に 剰 激 が 少 な い。
５） 灘 離 酵 に 粘 潜 識 が皮 劇 こ穣 ら な い。

６） 簑童気喧室カｆあ る。
７） 繊 水 性 が あ る。
８） 菌バ リヤ 性 がある

９） 滅 菌 が で き る

１０） 粘 潜 カ が 萬 い

川 発；『＝にも 融久 牲 がある

１２） 皮兵奪工こ熱；染 む 桑牽突’陸 ・イ拳藷嚢牲

１３） 薬 剤 除 放 性、 静 菌 牲、 帥 緩 衝 牲 等 の

轄殊 機 能を拷 た省 ら 叙る

似 朱衆 獲 撚 。．１６ ２００海



特集
繋

紀のヘルスケア

は
、 使 用 後 必 ず 皮 膚 か ら 少 な い 痛 み で 続 麗 に 除

去 で き る と 言 う 剥 離 惟 と 皮 膚 炎 を 起 こ し て は な

ら な い と 雷 う 点 で あ る。 犠 に 人 の 皮 膚 は 憧 別、

年 齢、 鄭 位 及 び 人 種 に よ り 皮 膚 の 状 態 が 異 な る

点、 ま た 単 に 粘 着 圃 定 す る と 言 う機 能 だ け で な

く 治 療 昌 的 に よ っ て は 新 た な機 能 が 医 療 用 粘 着

剤 に は 求 め ら れ る 点 が 大 き く 異 な る。 表遁に 医

療 用 糖 着 剤 に 求 め ら れ る 特 徴 を 示 す。 ま た、 皮

膚 刺 激 の 要 困 を 表５に 示 す。

．
騒 綴綴鯉麟 鰯嚢簿

医療 用 粘 着 剤 の 変 遷 は、 粘 着剤 配 合 成 分 が 天

然 素 材 で あ っ た至９６５年 頃 豪 で は、 精 着 剤 撮 質 の

安 定 を 確 保 し、 い か に 長 期 間 の 保 存 安 定 を 改 善

す る か に、 関 わ る 技 術 が 申 心 で あ っ た。 そ の 後

二１二業 用 合 成 樹 脂 の
、．
ヒ市 化 に 伴 い、 合 成 ユ ラ ス ト

マ ー が 粘 着 剤酉己合 に 用 い ら れ る よ う に な り 蔓 期

の 保 存 安 定 縫 が 確 保 で き る よ う に な っ た。 １９８０

表 増 医 療 馬 粘 着 剤 に 求 め ら れ る 特 徽

表５ 皮膚瀬臓 の 要因

泳楽籔学Ｎ 洲 ２似牌 蝸



隼 嬢 に は
、

糠 殊 溶 天然 簿 湊 （均 費 ヤ 稼洛） 発 災

ル純じ怒ゲル累糖着剤 （勇濠ヤゲ泌藻総着謝

狡 口 鰹 肉 の 水 分 の 存 裡 す 慈 鰯 位 に 撤 渇 § 駒 で

闘 発 慧 枇 怒 ハ イ ざ 滅翼 滅劣 拝藻 総 着 灘 秘
、
入五 腿

悶、 人 亙 膀 蹴 保 倉 者 （漆 ス １¶メ イ 邑嚢 言 彩） 蛾

糠 罵 ず 葛 雛 推 物 蝋 容 バ ッ タ 紡 ス トミ ー バ 汐 チ）

属…葦¢）蔀蓬着斉唾＆ して 底 く遠轟燭 養孝を褒畜繊≠き。 こ夢）湾

漬 匁 ゲ 松 薬 糖 欝 剤 は、 徽 艦の 弱 っ 怒 皮 膚 で鳴 皮

膚 炎 の 発祭潅 炎 鰯 二軽 減 じ、 護 淀 ハイ ド濠 コ 滋

イ 汽系 糖 轡 翻 は、 皮 鱈 炎 を鰻 乙 さ ず 鮒 久 雛 悉 大

Ｎ二敬 菩 じ、 当 蒔 の 球」利 づ イ 善 の 従 会 復 婦 に

賢 献 じ 怒。 吻 勇 却 ゲ 浴 頚 糠 着斉 地 ハ 考 ド繊 刀 滅

イ 貫梁 糖 着薄 胸 憾 踊 製 縞 例 創 醜 に 示 す古 ζ 枇

る は 鯛 緩 鱈 艦、 静 繭 縫、 駿 氷 機、 密 瀞 篠 等 の

鰯３ 勇 雪箏 ゲ船 幕 糠 驚 翻 紀 ハ イ 淳賢 嚢 覆 琢 汽桑 総 麓 翻 ⑳ 溶鰯 製轟簿珪

洪 トーマ 薦騒｛二鍾鰯 じ帯亨 い；ｊン ダ事案で嚢…藁⑳ 灘滋と 盗く 蓉じ蔭 鰯 桑歎嚢妾叙澄り， 禽 議嚢寝 稼滅ヱ 紗湧簾。 叉 トーマ闘 騒⑳畷 畿め 轟る

薩…糠驚奪イ ブ 享蒸緑 しにく い綴蕨へ 鋤獲溺に滋モ〆ζい篭ｏ

醐
一議 い 撚 貸 綴 奴一奮；亨壷 綴月夏 讐、 滋 麓 蓉 濠 孫 髪 桑 鞭 縫 叙、 鈴 瀞 ら ⑳ 漆 狗

嚢轟菱翻 じ、 編 爵 壷撃嚢葦鍾 笈 葛竈
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表６ 医 療 用 粘 着 剤 技 術 の 変 遷

１ 保存安全牲の確保

（粘着剤の変質）

１鴛 潔した船
１１

治療効果を有する配合

１ （営的の促進作用）

カラ ヤ ゲ ル 系

ハイドロフイド系

（無溶媒系）

灘瓢一

図 ４ カ ラ ヤ ゲ ル 系 粘 着斉 蝿 合 構 造 の 模 式 図

纂樹
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護出 滴

團 ５ ハ イ ドＱ コ Ｑ イ ド系 粘 着 剤 配 合 構 造の 模 式 図

基初
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図６ 通 常 の 粘 着 剤 （発 汗 や 多 量 の 浸 出 液 の 影 響）
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特 殊 な 健 能 を 有 し、 対 象 も 健 綿 皮 膚 だ け で なく

縛 瘡、 熱 傷 等 に 利 用 が 広 ま っ て い る。 そ の 変 遷

を 表６に 示 す。 ま た、 カ ラ ヤ ゲ ル 系 機 着 剤 と ハ

イ ドロ コ ロ イ ド系 粘 着 翻 の 模 武 渕 及 び 遷常 の 粘

着 剤 が 汗、 濠 幽 液 に 遭 遇 した と き の 様 子 を 図４、

図５、 図６に 示 す。

※ （ハ イ ド ロ コ ロ イ ド 系 粘 着 剤 ； 主 に エ ラ ス ト

マ ー 成 分 と 親 水 性 コ ロ イ ド 成 分 か ら な り、
ゴ ム

系 や ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 系 等 の 糠 着斉比 の 違 い

は、 有 機 溶 媒 を 含 ま な い 忠、 親 水 牲 フ ィ ラ ー を

多 量 に 含 む 点 等 が 異 な り 別 名 皮 繕 保 護 剤 と も 呼

ば れ て い る。）

尿。恭搬 鱗 燃 徽権

この よ う に 医 療 用 粘 着斉司は 工 業 閑 樹 脂 の 発 達

と 共 に 成 長 し て き た。 特 にカ ラ ヤ ゲ ル 系 粘 着 剤

や ハイ ドり コ り イ ド系 粘 着 剤 の 幽 現 に よ り 通 常

の 健 常 な 皮 膚 へ の 使 用 に は、 特 投 不 便 を 感 じな

い 晶 質 が 確 保 で き る よう に な っ た。 しか しな が

ら、 病 院 で の 調 査 に よ る と 皮 膚 炎 を 起 こ す ケ ー

ス は王０数 パ ー セ ン ト も あ り、 ま た、 毛 の 部 分 に

貼 付 す る 場 含 は糊 毛 が 必 要 で あ り、 剥 離 時 刺 激

も 犬 き く 決 して 快 適 な 晶 質 と 言 え る も の で は な

い。 さ ら に、 釆 熟 児 ま た は 皮 膚 の 非 常 に 粥 い 人

用 の 粘 着 剤、 長期 闘 貼 付 し て い て も 皮 膚 に 影 響

の な い 粘 着 剤、 ア レ ル ギ ー の 人 用 の 精 着 剤、 さ

ら に は治 癒 効 栗 を 有 す る 特 殊 機 能 を 持 つ 糖 着 剤

等 の さ ら な る 性 能 の 向 上 が 求 め ら れ て い る。

轟 繕溢働糧
○

’

今 厨 は、
バ イ オ イ ン タ ー フ ヱ ー ス 医 療 材 料 の

一 つ で あ る 医 療 用 の 糖 着 剤 を 申 心 に歴 史、 特 に

戦 後 大き く 発 展 し た 技 術 的 変 遷 及 び 現 状 に つ い

て 述 べて き た。 そ の 他 に も 多く の バイ オイ ン タ

ー フ ェ ー ス 医 療 材 料 が あ る。 こ れ ら の 製 品 は 長

い 歴 史 を 持 ち な が ら 比 較 的 学 問 に な り に く い。

研 究 の 華 々 し さ に も 欠 け る た め 研 究 対 象 に さ れ

にく く、 ま た 製 晶 コ ス ト も地 較 的 低く 郷 差 ら れ

て い る た め、 開 発 に も 力 が 入 っ て い な い 状 況 に

あ る。 し か し、 本 当 の 医 療 の 質 を 向
、
ヒす る た め

に は バイ オイ ン タ ー フ ェ ース 医 療 材 料 の 質 的 向

上 が 必 要 で あ る。
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